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濟
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で
あ
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が
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し
な
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間
は
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濟
學
の
體
系
を
打
建
て
る
こ
ご
は
出
來
な
い
ど
主
張
す
る
も
の
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恰
も
入
生
-ど
は
何
で
あ
る
か
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刺
ら
な
い
限
り
一
步
も
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活
す
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こ
ど
は
出
來
な
い
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養
す
る
の
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同
一
で
あ
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だ
迂
遠
な
態
度
で
は
な
い
か
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思
ふ
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斯
ぅ
云
ふ
態
度
は
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想
的
炉
も
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れ
な
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に
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て
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遠
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傾
か
ぬ
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息
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者
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ぺ
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人
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本
質
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に
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め
て
居
る
が
少
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ど
も
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耍
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そ
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生
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最
も
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め
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见
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菸
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科
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翻
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岔
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濟
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榄
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代
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运
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濟
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踹
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濟
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濟
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す
る
こ

v

し
は
.

、
勿
論
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濟
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研
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て
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き
こ
マ
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が
、
斯
る「

型」

に
阁
は
れ
て
、
そ
の「

型」

を
袖
ふ
處
の
特
殊
個
性
の
研
货
を
忘
れ
る
--ビ
も
*
亦
不
可
で
あ
る
ビ
艰 

ふ
。
即
ち
、
經
濟
學
.の
如
き
へ
_

的
性
科
學
に
あ
つ
て
は
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」

の
研
究
ビ
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、̂
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牲
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硏
究
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必
耍
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て
"
兩
者
は
、
相
瓦
に
補
ふ
も
の
で
は
な
い
か
>
ミ
考
べ
ら
れ
る
。

耍
す
る
に
、
經
濟
學
硏
洗
は
、
ニ
ッ
の
方
向
を
持
つ
。

一
ッ
は
、
合
法
則
性
の
硏
究
で
あ
り
、
他
は
合
^
的
性
の 

硏
究
で
'あ
る
o

合
法
則
性
の
硏
兜
ど
云
ふ
の
は
、
普
遍
性
ミ
必
然
性
^
を
有
す
る
因
果
關
係
を
兄
出
そ
ぅ
ど
云
ふ
に
あ
る
の
で
あ
. 

つ
て
、
斯
る
合
法
則
性
の
硏
办
の
前
提
ミ
し
て
は
、
資
本
ど
か
、
貨
幣V

J

か
，
市
場
ど
か
、
價
値
ど
か
、

價
格
ヒ
か 

生
產
ビ
か
''
.
勞
働w

か
云
.ふ
様
な
種
々
の
經
濟
學
上
の
槪
念
そ
ば
相
瓦
の
間
に
、：
矛
盾
の
な
い
ょ
ぅ
に
、
定
¥

 

る
こv

が
必
要
で
あ
る
。
所
謂
經
濟
股
論
ど
稱
す
る
も
の
は
、
斯
る
經
濟
諸
.槪
念
の
統
一
あ
る
定
義
の
®
築
物
の
上 

に
、
£
こ，、
合
法
咄
性
を
打
ち
雄
て
ん
^
す
る
努
カ
の
產
物
な
り
、
S
解
す
る
こW

が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
而
し
て
、
 

斯
る
經
濟
原
論
的
勞
カ
の
史
的
硏
究
が"

所
！
！

經

濟

學m
史
を
成
し
て
居
る
ど
見
る
こ
ミ
が
出
來
ょ
ぅ
。

然
る
に
、
經
濟
學
の
硏
究
に
は
"
以
上
の
如
き
合
法
則
性
の
硏
究
ど
相
並
ん
：で
、
合
因
£
性
の
硏
究
が
考
へ
ら
れ 

る
の
で
あ
つ
て
、
此
の
合
目
的
性
の
硏
究
S
云
ふ
の
は
，
經
濟
目
的
到
達
の
可
能
，力
、
又
は
、
可
能
條
刊
を
' 

攻
究 

_
赍
す
る
の
を
虫
服
^
す
る
も
の
¥
あ
る
。
而
し
て
"
夫
は
決
し
て
經
濟
罔
的
を
如
啊
に
し
て
實
際
上
遂
行
：す
可
き 

か
ビ
云
ふ
所
！i

政
策
方
針
の
硏
.究
に
は
招
し
な
い

の

で

あ

る

,

寧
ろ
云
ふ
：を
得
可
く
ん
ば
、
政
策
な
り
、
方
針
な
り 

を
：決
定
す
る
場
合
の
*
準
で
あ
る
處
の
目
的
可
®;
の
條
件
を
硏
究
す
る
の
が
、
合
目
的
性
の
研
究
で
あ
る
V
J
Mは
れ 

第
二
十
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第
二
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. #(

六
七
六)

1

職
能
着
^
し
に
就
て 

4

1 

.，四

る
。然

ら

ば
®

る
合
目
的
«

.

の
矽
究
の
實
際
上
の
內
容
如
何
^

云
ふ
に
失
は
即
ち
經
鄉
本
汕
の
名
を
以
て
ゃ
1 ;
1

て

居
た
處
，の
方
向
で
あ
る
，。
即
ち
經
濟
學
に
於
て
從
难
か
ら
、
M

濟
本
則
の
名
の
下
に
,

在
し
て
®

た
處
の
も
の
、
可

能
條
伸
を
硏
笕
す
る
こ
く
が
、
合

1=
|

的
性
硏
8

第
ー
|

な
る
譯
|

る
0

然
|

、
經
濟
本
則
の
可
能
條
,

は
免

.何
f

も
の
で
あ
る
か

"
美
ふ
ど
、
そ
れ
は
分
れ
て
ニ
個
ど
な
る
。
一
は
所
謂
、
世
間
で
能
？

云
ふ
言
乘

で
呼
ば
れ
て
f

も
の
で
あ
？

、
嚴
密
に
云
へ
ば
、
作
霖
能
率
が
夫
で
あ
る
。
即
ち「

最
水
勞
費
最
大
勞
費」

S

ふ
此
の
經
濟
本
則
は
、
作
業
能
率
の
增
進
に
依
つ
て
可
能
な
ら
し
め
ら
れ
る
か
ら
し
て
、
此
の
作
業
能
_

0

梢
進
ま
、

經
濟
本
則
の一

可
能

滌
伸
ご
見
る

こ
ど
が
出
來
る

の
で
あ
る
0;
而

し
て
'

斯
る
作
業
能
率
に
關
す
る
硏
究
は
、
ば
に

分

れ

て
y

務
f f
c

率
、
X

場
能
率
、
則
務
雜
率
等
の
硏
究
に
な
る
の
で
あ
&
、
斯
る
も
の
を
硏
究
す
る
の
バ
、
姿
■營 

學
で
あ
‘

る
。

次
に
第
二
の
經
濟
本
則
の
.可
能
條
件
は"

經
濟
能
率
で
あ
つ
て
、
此
の
經
濟
能
率
は
、
私
經
濟
的
に
見
れ
ば
.金
儲 

丨
で
ョ
7

が

0

fe
®

濟
が
.に
1

れ
ば
富
の
增
進
,
t
か
、
生
產
カ
：の
增
加
ど
か
一
一
ム
ふ
こ
ど
に
な
る
の
で
あ
る
。
 

そ
こ
で
茲
に
問
題
ビ
な
る
の
は
、
.
經
濟
能
率
ど
作
業
能
率
ど
の
调
の
差
別
如
何
ど
云
ふ
こ
ビ
で
あ
る
0 

想
ふ
に
、
私
は
作
業
能
率
せ
云
丄
の
は
>

個
.々

企
業
的
の
能
率
^,

意
味
し
、
經
濟
能
率
ビ
云
ふ
の
は
、
此
の
®
 々

仓
業
の
^

率

を

は

il
l

に
犯
導
し
て
、
全
？

し
て
s

f̂j
b
率
を
大
に
し
與
へ
ら
れ
た
る
脑
別
能
率
を
ば
、
有
效
ベ
^
 

用
す
る
こ
ビ
だ
V

J

Mる
の
で
あ
る
。

所
謂
请
の
»

加
、
か
、
连
產
悄
:#
;0
/1
::
1

的
適
分
€

か
、
從
つ
て
ま
た
生
俯
程
度
の
向
上
の
如
き
は
、

/
) ~

〕

て

可

能

-、

」

な
る
も
の
ど
栺
す
る
。
即
ち
作

#̂
能
率
を
ば
全
的
に
統
ブ
し
、
指

辑

す

る

經

濟

能

發

揮

に

依

つ

て

，
益 

に
觀
，
界
の
機
能
が
實
現
し
經
濟
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
ビ
見
る
の
が
、
私
の
考
へ
で
あ
る
の
で
あ
る
。

從
て
、
經
« ;
能
率
の
增
進
な
る
も
の
は
、
經
濟
界
の
利
用
、
指
導
"
調
和
等
を
計
る
こ
ど
を
®:
味
す
る
も
の
に
外 

な
ら
ぬ
。
即
ち
作
業
能
率
は
、
人
ビ
物V」

の
間
の
能
_
で
あ
る
'が
、
經
濟
能
率
は
、
人
^
人
S
の
間
の
能
舉
を
意
味 

す
る
？

此
の
經
濟
界
は
> 

多
數
の
個
人
が
結
合
し
て
構
成
せ
る
有
機
體
で
め
る
か
ら
し
て
、

そ
の
有
機
體
の
利
用
拒 

導
並
に
調
和
を
計
る
の
が
:>
經
濟
能
^
の
增
進
ビ
な
々
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
斯
る
經
濟
能
率
增
進
の
可
能
條
件
如
何V

云
ふ
に
"
夫
は
經
濟
界
の
*
嚇
ヒ
、
經
濟
界
の
變
動
气
經 

濟
界
の
企
業
カ
ど
の
此
の
三
點
を
調
杏
硏
究
す
る
こ
ビ
に
依
つ
て
、
可
能V

な
る
もs

v
w

ffi

ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て 

經
濟
界
の
基
構
を
調
^
す
る
の
が
、
經
濟
基
«
|
|
蜜
で
め
ぅ
、
經
濟
界
の
變
»
を
1
齊
す
る
の
か
、
M
辦
變
®

s
f i 

で
あ
り
、
企
業
力
の
調
*
を
す
る
の
が
企
業
調
査
で
あ
る
。

而
し
て
、
以
上
，
三
，ッ
の
調
和
の 

>
> ち
で
第
一.
の
經
濟
*
構
の
調
査
は
經
濟
界
を
、j

個
の
有
機
體
ビ
看
倣
し
て 

そ
の
有
機
體
の
*
礎
桃
成
を
調
沓
硏
究
し
て
、
.
そ
の
改
善
策
の
基
^
を
“：小
さ

ダ

ざ
す
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
次
に
* 

濟
變
.動
調
査
ビ
ー
衣
ふ
の
ば
"
經
濟
變
動
の
根
成
を
な
す
經
濟
構
成
を
通
じ
て
、
經
濟
變
勒
の
方
向
を
考
察
せ
ん
气 

す
る
も
の
で
あ
っ
て
>
.載
氣
變
動
調
畓
ゃ
進
：步
變
動
の
調
査
は
此
の
部
類
に
屬
す
る
。
第
三
に
、
企
業
調
赉
ビ
云
ふ 

の
は
*
普
通
會
祉
内
容
の
調
査
$
云
は
れ
て
居
る
も
の
(?
、
事
業
一
般
の
調
S
V
J
0ニ
種
：に
分
れ
る
の
で
あ
っ
て
、 

事
業
一
般
の
梢
成
を
調
淼
し
て
*
次
#
社
内
容
の
調
査
に
向
つ
て
進
む
：の
が
、
當
；_
f
f
i
を
有
效
に
す
も
途
ヒ
な
る
。
 

從
て
、
以
上
述
べ
た
る
處
を
表
記
す
れ
ば
左
の
如
，く
な
る
、で
あ
ら
ぅ
。
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(

六
七
八)

「

職
能
醤
？
!;

就

て

m

2L

號 

J

、

▲ 

f
 f

經
濟
的
合
法
則
性(

經
，
槪
念)

'經

濟

學

广
ぐ
，
：:

:
:
'
.
ク

I T
濟
的
合
10
'的
0(

經
濟
本
則)

广 

.

{硏
究—

定
.型
發
M
の
爲
め
の
▲外
^

ぃ

ぃ

蕩

能

乗

全

體

能

率

} 

I

W
J L
經
濟
變
動
論
，

:
{
.介

重

梢論
：：

彐

'

そ
こ
で
私
は
經
濟
學
を
分
つ
て
三
部
pr
J
に
せ
ん
ど
欲
す
る
。
第
二
は
：理
論
經
濟
學
で
あ
り
"
第
二
は
國
民
經
濟
學 

で
あ
ヴ
、
第
三
は
經
濟
政
策
論
で
あ
る
。.
此
の
三
種
の
.も
の
：を
鏃
稱
し
て
經
濟
學
S

K
ふ
の
で
あ
る
。

此
の
三
_
の
も
の
は
經
濟
學
の
平
面
的
に
臨
別
せ
ら
れ
：る
.三
つ
の
分
蚜
で
は
‘な
く
し
て
、
立
@
的
に
結
合
じ
て
、 

絕
濟
學
を
«
成
す
る
。

•B
B
ち
理
論
經
濟
學
は
國
晚
經
濟
學
0 .
杣
象
化
さ
れ
た
な
、

一
般
化
さ
れ
た
る
も
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
國
民
經
濟
學 

の
*
礎
哪
を
な
す
に
要
す
る
處
：の
理
論
©
糸
が
屢
論
經
濟
學
で
あ
る
。
同
様
に
ま
た
國
民
經
濟
寧
も
經
濟
政
：策
論
の 

1

fc
化
さ
れ
た
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
も
め
»
磁
附
け
に
外
な
ら
な
い
°
吾
々
はf

膝
化
ど
基
礎
附
ミ
を
區
別
せ 

ね
ば
な
ら
ぬ
1
濟
#'
の
三
ッ
の
|?
段
は
、

一
般
化
の
關
係
に
ょ
つ
て
生
替
る
處
の
階
段
で
は
な
く
し
て
^
^
财
け 

の
關
係
に
立
て
る
處
の
階
段
で
あ
る
こ
ど
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
'

，次

に

揹

顧

S
な

る

の
は
以
上
三
個
の
隈
段
の
ぅ
ち
で
何
れ
が
經
濟
學
の
中
心
部
分
か
.i
云
ふ
こ
S

で
あ
る
。
が 

私
_

を
ば
中
^

構
成
で
f

潔
權
民
經
濟
學
に

求

篆

。
S

經
，
學
ゃ
、

■

政
策
論
ゃ
は
-
學
即
墓
ふ 

點
“か：

ら

見
る
€
決
し
て
本
質
的
の
部
分
で
谉
な
い
か
ら
だ
。
何
ビ
な
、ら
ば
理
論
經
濟
學
は
、
國
民
經
濟
學
を
構
成
す

る
際
に
必
要
な
る
道
具
で
は
あ
^
が
決
し
て
、：
國
民
經
濟
學
に
：何
等
.の
內
痧
を
も
與
へ
る
も
の
で
な
く
即
ち
夫cn

體 

ビ
し
て
觅
る》

き
は
：、
經
濟
學
的
で
は

な

い
處
の
一
體
系
(-
;
過
ぎ
す
:-
°
ま
た
、
經
濟
政
策
論
は
：國
民
經
濟
學
(;
よ
.つ 

て
、
淑
礎
附
け
ら
れ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
一
個
の「

論」

に
外
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

f
 

Vで
經
濟
學
ど
し
て
問
題
^
な

る

の
は
、
r
ぅ
し
て
も

國
民
經：

濟
學
で
あ
る
P 
.が
此
の
圃
民
經
濟
學
は
決
し
て 

經
濟一

般
か
ら
は
、
演
繹
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
從
來
.の
經
濟
學
者
は
ノ
經
濟
は
何
ぞ
や
^
云
ふ
こ
芒
を
先
づ 

ア
ブ
ジ
オ
V

^
し
て
俄
定
し
て
措
い
て
、
此
の「

經
濟
V
J云
ふ
ア
ブ
リ
オ
リ
か
ら
し
て
觀
念
分
析
の
過
程
を
®
て
、 

國
民
經
濟
を
構
成
せ
ん
ヒ
せ
る
も
の
，で
あ
，る
が
私

は
寧
ろ
國
段
經
濟
學
は「

經
濟
一
般」

ど
云
ふ
.が
如
き
ア
ブ
タ
オ
リ 

か
ら
は
、
.演
繹
.さ
る
可
き
も
の
.で
は
な
く
て
、
寧
ろ
：

n

本
國
民
經
濟
學
、
米
國
國
民
經
濟
學
、
英
國
民
經
濟
學
等
-の 

如
§
諸
國
段
經
濟
學
が
ら
の
一
般
化
に
よ
つ
て
生
せ
る
も
の
に
.外
な
ら
ぬ
ぶ
思
；ふ
。
即
ち
國
民
經
濟
學
な
る
も
の
は
、 

ア
ブ
リ
オ
リ
か
ら
で
は
な
く
て
、
個
性
か
ら
し
て
一
般
化
さ
れ
て
生
せ
る
も
のミ

！！
-

め
る
。

然
ら
ば
、
斯
る
一
般
g
®l
民
經
1

の
根
本
を
な
す
處
の
個
々
牿
殊
の
81
&

_

»

失̂
自
_
は
そ
も
く
如
何
に 

し
.て
可
能
^
な
る
‘かV」

去
ふ
に
、
夫
は
各
國
の
經
濟
生
活
を
ば
，經
濟
發
诞
の
過
程
く
し
て
.目
的
論
的
に
統一

憐
成
し 

て
、
各
國
の
經
濟
發
展
の
*[
:
會
_
可
_
條
件
や
、
そ
の
內
而
«
成
や
そ
の
流
姿
な
ど
を
朋
か
に
す
る
に
よ
つ
て
、
可 

能
と
な
る
も
のv

信
ず
.る
。
從
て
ま
た
日
本
の
國
民
生
活
に
對
し
た
場
合
に
は
、
ノ
日
本
國
民
經
濟
學
が
生
じ
•
米
國 

の
國
民
生
活
に
對
し
た
場
合
は
米
固
國
民
經
濟
#
が
生
ず
る
の
、も
赏
然
な
こ
ビ
で
あ
る
せ
：思
ふ
。
 

;

鋒
に
、
l?
'
.
]題
ど
な
る
：，の
は
經
濟
生
活
を
經
濟
生
活
と
し
ヤ
認
め
-
そ
の
中
か
ち
し
ヤ
經
濟
發
股
の
過
程
を
憐
成
し
出 

す
爲
め
に
は「

經
濟J

ど
は
何
ぞ
や
ビ
云
ふ> J V

が
判
つ
て
"
厨
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
よ
ぅ
に
忠
は
れ
る
が
此
の
點
は
ざ 
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う
か
5

K

ふ
こ
本
で
"

あ
名
o

'.
'-;-.

 

.

,
 

'
 

...

 

:
:
i

が
私
は
：之
に
對
し
て
：は
斯
：ふ
考
へ
.
.る
。:

そ
も
—

-

「

經
濟I

般」

ミ
云
ふ
ァ
ブ
リ
ォ
^
:
か
ら
じ
て
經
濟
生
活
を
规
定 

し
來
：6
ん
<
す
る
處
の
從
來
の
態
度
ほ
ざ
自
然
斜
學
的
で
ぁ
&
、趣
理
的c

r
a
n

 Theorisdle〕

な
も
の
は
な
い
の
で
ぁ 

夕
て
斯
る
態
度
で
は
決
し
て
定
型
^
個
性
v
ix
规
：ざ
し
て
居
る
處
の
社
會
斜
學
の
：諸
鱗
は
出
來
な
い
の
で
は
.な
い
か
，
 

ど
思
ふ
：。「

然
々
>
_
社
會
科
學
の
如
く

個
性
を
根
诋
に
有
す
る
處
巧
經
驗
科
學
に
ぁ
り
て
は
、
純
理
的
で
な
<
し
て
、 

寧
ろ
，
目
的
的
な
涵
度
を
前
提
ビ
す
る
ヰ
ざ
が
必
翦
なQ.

で
は
な
い
.だ
ら
ぅ
か
。
目
的
的W

I
K

ふ
の
は
言
葉
を
#

へ 

て
苯
へ
ば
職
分
的 

< 云
ふ
こ
匕
で
办
つ
て
y
即
.ち
«
分
郷
0
上
に
立
.っ
？

)

そ
社
會
科
學
は
可
能
ど
な
る
の
で
は
な 

い
の

か

。

即
ち
«
殳
舰
の
上
に
立
つ
て
、«

ffl
^
(
p
r
a
k
t
i
s
e
h
e

 

Theorie)

に
構
成
さ
れ
た
も
の
が
眞
の
社
會
科
學
で 

は
な
い
.だ

ら

ぅ

：
か

。
私

：は

政

.策
c
p
o
g
k¥純

理(
R
d
n

 

T
h
e
o
r
i
e
)

ビQ

間
に
實
理
な
る
中
問
範
®
が
あ
つ
て
、
こ
、 

に
.社
會
斜
學
は
：

：

成
立
す
る
も
の
：ミ
信
ず
る
。
.而
し
て
斯
る
實
理
を
服
ざ
す
處
の
料
學
！̂
あ
.つ
.て
は
，
そ
.

S

科
學
柳
成 

;0
出
發
粼
ど
な
る
も
の
は
實
に「

職
分」

の
'認
識「
で
ぁ
.つ
て
、
;>
之
《
自
然
科
學
の
場
合
の
チ
ブ
ソ
ォ
リ
S
同j

の
作
用 

丨
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
' 即
ち
0
然
軿
學
の
場
合
に
«
ァ
プ
リ
ォ
リ
を
認
め
て
か
、
つ
て
之
か
ら
し
て
觀
念
分
析
の
過 

程
を
經
て
一
個
の
科
學
を
猶
成
す
る
0
ど
に
な
る
の
で
ぁ
る
が
，
社
會
科
學
の
場
合
に
，ぁ
つ
て
は
、
例
へ
ば
固
民
經 

濟
學
の
如
く
生
活
程
度
の
向
上
を
可
能
な
ら
し
め
る
？
袞
ふ
處
：の
，職
能」

を
認
め
て
か
、
つ
て
、
斯
る
職
能
觀
に
よ
.
 

つ
て
"
國
民
生
活
を
限
定
し
て
、，
茲
に
經
濟
生
活
な
る
も
の
を
認
定
む
よ
ぅ
S
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
國
民
生
活 

程
度
の
向
上
を
可
能
な
ら
し
め
ゐ
職
分
の
過
、程
に
|«
係
せ
し
め
て
考
へ
る
こ
に
よ
.つ
そ
、
吾
々
は
玆
に
經
濟
生
活 

な
'る
：も
の
：を
：限
定
し
:-
>
;
,
1
に
此
：の
經
濟
生
活
の
：令
ち
か

-:
i
h
て
P
國
民
生
.活
，程
度
^
:上
の
過
程
を
統
，

J,

的
に
認
識
：し

•

て
、
茲
.

に
&

民
»:
'

濟
學
な
る
も
0

を
ば
、
.

.可
鸪
な
&

し
め
w

0:
:

で

知

一

る

'
。

パ

'
.
.
卜 

现
«:
:

經
濟
學
の
_

成
に
於
で『

經
濟
ビ
は
何
ぞ
^

1

ど
S

ふ
ょ
タ
な
所
謂『

何
ぞ
や
，

I
c

w
a

s
.

 
w

h
a

t
)

n i
l

題
を
持
出
す 

こ
ど
.

が
無
意
哝
で
あ
る
の
み
な
ら
：ず
，
.

却
で
經
濟
學
の
櫛
成
ぼ
妨
#

を
興
へ
つ
、
あ
つ
た
こ
ど
を
奢
々
は
見
る
で
は 

な
い
か
。
然
k

經
濟
學
は
職
分
科
#

ビ
も
s .

は
る
可
き
も
の
で
あ
：る
が
ら
、
從

：て
，
如
柯
に
し
て
人
類
の
耍
求
が
充
さ 

れ
る
炉
ど
云
ふ
所
謂
：

『

如

何
( -

し
て

.̂
:

(

^

,

 

H
o

w
)

の

麗

の

み

を

問

題

害

，る
可
き
で
：あ
' 

る
の
み
で
あ
る
。
勿
論 

反
對
論
者
は
：夫
に
對
し
て
直
ぢ
：に
玆
ふ
：で
あ
ら
ぅ
、『

人
輝
の
-

總
ヤ
の
：要
求
を
充
/ 2

す

‘
备
が
紙
濟
的
職
分
で
な
い
以 

上
、
人
類
の
總
て
の
要
求
0

ぅ
ち
か
ら
し
て
"

之
だ
け
が
經
陳
的
要
求
で
あ
る〜

沄
似
る
钟
き
も
0

を
、
油
出
す
こ
3
 

が
必
要
で
あ
っ
て
然
ら
ざ
れ
ぼ
多
ぐ
の
職
分
の
ぅ
ち
か
ら
し
て
、
經
濟
的
職
分
を
限
定
す
る
こ
g

が

出

來

ず

，
，

從

て
 

ま
た
，
經
濟
學
0
硏
究
範
圍
％
攀
々
漠
々
介
る
も
の
ミ
な
力
終
る
で
办
&

ぅ』

4
0
 

.

之
は
、

1

應
尤
も
な
る
反
對
論
で
あ
る
が
"
觅
に
考
べ
て
.览
る
ビ
、
斯
る
反
對
論
の
不
徹
底
な
る
こ
ビ
を
知
る
こ 

^
が
出
來
る

。

何
く
な
ら

ば

、

- '

經
濟
的
職
分
を
ば
.經

濟

的

職

分

せ

じ

て

來

%:
處
：0
も
.の
>
:何
た
る
炉
はg

驗 

に
依
つ
て
.已
に
人
々
の
皆
な
熟
知
：せ
る
®
に
し
て
、
今
®
夫
を
苕
葉
に
出
し
て
淡
办
る
必
f

M

ぬ
か
ら
^

t

o
 

人
類
0
要
求
の
ぅ
ち
炉
ら
し
て
、
之
だ
け
が
經
濟
的
要
求
で
あ
る
，ど
限
定
し
^
ら
ざ
る
：限
り
”

經
濟
學
は 
一
*
も
涉 

‘
.み
出
せ
ぬ
ど
主
張
す
る
：も
：の
は
恰
も
火
.生W

は
何
ぞ
や
S
云
ふ
こ
€
が
：判
ら
ぬ
：限
り
人
：間
は
：、

「

S
主
張
す
る
のw

同
一
.■で
あ
る

"
.人
连
や
生
.活
を
對
象
ぢ
す
な
處
0
科
學
'に
：
あ

づ

；
て
'は
.科
學
梅
成
の
.第1

步

は

：決

し 

て『

何
で
あ
る
か』

で
は
な
ぐ

し
1

如
何
に
す
可
き
か
¥

あ
を
の
で
，は
な
い
Q

か
。
已
に

體
驗
：さ
れ
：て
思
る

處
の
、

一
定
の
目
的
を
完
行
す
る
た
め
に
«『

如
何
に
す
可
_
か』

竺
石
ふ
こ
^
が
、
.生
活
：科
學
：0
笫
1
步
ぢ
な
る
の
：で
は
な 

笫11

十
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ー
0
0 

い
の
か
^
が
ザ
ィ
ト
’
ヒ
ル
ダ
：̂
:ン「

が
ぞ
の
論
文『

實
踐
斜
學
么
し
_て
の
經
濟
寧』

^
ば
於
て『

社
#
學
者
は
1!
:
會
の
針 

然
科
學
者
的
研
焚
者
：で
.め
.つ
て
.は
な
ぬ
ぬ
。
' 須
も
ぐ
生
ぎ
た
瑰
實
：の
：瞒
龠
{;
:對
す
名
醫
者
.で
な
げ
れ
ば
な
ら
.ぬ
々
：少 

斯
る
微
學
.に
基
礎
附
を
提
佻
す
本
知
の
涫
な
け
れ
ば
^
ら
，ぬJ

ど
焉
つ
：て
®
ぢ
の
：も
、
以
上
の
點
か
ら
兌
て 

も
、
同
戚
出
來
る
ヒ
思
ふ
。
然
か
學
問
：で
あ
を
M
故
に
そ
の
體
系
構
成
：の
出
發
點
ば
、
常
に
必
ず「

何
で
.あ
る
が
し
で 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ミ
姐
ふ
の
は
、
佘
ヶ
に
、
自
然
科
學
者
ら
し
ぐ
は
な
い
：か
P
苟
も一.

個
の
現
實
科
學
で
あ
り
、
.1 

個
S

活
科
學
で
t

、
4
個
：

の
.：

改
造
科
學
で
f

、
一'個
の
：社
會
科
學
で
あ
：る
以
上
-
:何
で
あ
る
か
は
不
必
耍
な
!-
/
!
! 

題
で
あ
つ
' て
そ
れ
羞
办

は
寧
ろ
を
の
®

^
の
根
®
を
&
す
可
.ぎ
よ
り
深
い
；人
類
0
要

求

^
^
な

る

您

齒

で

は
な
い)

を 

體
驗
し
表
现
し
て
そ
の
科
學
を
深
め
る

こ

ビ

こ

そ

、
：

先
決
問
題
で
は
なi

で
あ
ら
i
か
。
例
へ
ば
國
民
經
濟
學
を
ば 

從
來
の
甯g

科
學
よ
り
し
て
、
厚
生
構
成
の
學
に
ま
で
引
上
げ
る
が
如
き
そ
の
.
如
例
で
cb
る
。
で
あ
る
か
ら
し
て
、

一
般
の
社
#

科
學
f

同
じ
ぐ
國
民
經
濟
學
レ
--
*

定
の
職
分
を
認
め
て
.
か
、C

て
此
®
職
分
を
可
能
な
ら
し
め
ろ
過
程 

を
！
！

識

の

對

象

ど

す

る

こ

S

に
よ
づ
て
、
始
め
て
成
立
す
る
も
の
で
わ
り
、
從
て
ま
/2

斯
る
職
分
を
可
能
な
ら
し
め 

て
席
る
處
の
紐
織
體
で
' 

あ
る
經
濟
界
も
經
濟
科
學
構
成
の
出
發
點
ヾ
し
し
て
必
费
ヾ」

な
$

«

る
-0

で
あ
る
◊
從
て
ま
た
、
 

苔
々
が
生
活
向
上
ビ
云
：ふ
職
分
を
可
胳
な
ら
し
め
'
て
6

る
處
の
有
機
組
織
體
即
ち「

經
濟
界」

を
ば
國
民
經
濟
學
«
成 

の
.
出
發
點
6

し
て
'認
め
て
か

、

る
所
以
も
以
上
の
點
炉
ら
し
：て
判
明
す
る
で
.

あ
ら
ぅ
ズ
思
ふ
。
そ
れ
だ
け
ま
た
國
民 

經
濟
學
は
經
濟
界
の
差
に
よ
つ
て
差
を
生
す
る
譯
だ
。
例
へ
fi
r
:
、
日
本
の
經
濟
界
か
ら
し
て
，
日
本
國
民
經
濟
學
が

成
立
し
米
刷
0-
:
經
濟
界
を
能
.提
€
す
る
> > 
ビ
に
よ
つ
て
米
國
の
國
民
經
職
學
が
成
立
す
る
が
如
く
で
あ
る
。
而
も
此 

の
”點
は
»
米
0
«.
:
^
2
^
が
已
1
2實
說
し
~て
思
.る
；處
で
ぁ
,̂
。
«
:|:
:
兇
ょ
9
米
國
に
は
來
國
の
ぃ
經
濟
發
達̂
促
進
し
得
：

る
ょ
.ぅ̂

米
國
流
,0
.經
濟
學
が
あ
^
v、'v
:

獨
乙

に

は

、

.獨
乙
：の
#
濟
發
達
を
促
進
し
招
る
ょ
，フ
.な
經
濟
學
，か
め
办
、
，英
パ 

國
に
於
て
も
”
英
_
ち
し
い
»
濟
«
が
あ
る
こ
ビ
、

マ
I
シ
ャ
ル
、
ビ
‘ダー

、
キ
i

ン
、、ス
な
.ざ
の
論
著
を
通
じV

見
て 

も
細
か
で
U
な
い
か
。
即
ち
"
各
國
は
、
皆
な
各
國
の
經
濟
發
達
を
促
進
する

：：

ょ
ぅ
ぬ
.經
濟
學
を
持
つ
て
f

の
で 

;

あ
る
。
こ
れ
に
依
て
見
て
も
"
經
胸
學
な
る
も
の
は
、
そ
の
國
の
經
濟
界
を
湛
磯
ヒ
し
*
そ
の
國
經
濟
の
發
達
に
何 

!等
か
の
意
味
に
於
て
關
係
を
有
せ
.る
^
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
-」

き
が 

'窺
知
せ
ら
れ
る
で
は
'な
い
か
。

一

吻
論
、
擎
渚
0
以
上
;0
言
は
、
.：經
濟
筚
を
以
て
、
直
ち
に
、
經
濟
政
策
ヒ
同h

視
す
可
しV

:

云
ふ
こ
ど
を
韋
味
す 

;;
'
;る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
雄
ろ
全
.ィ
、
そ
の
反
對
に
經
濟
摩
は
.他
く
迄
も
經
濟
學
で
あ
つ
て
經
濟
政
策
.で
あ
つ
て 

は
な
ら
ぬ
こ
ゼ
.を
主
：張
す
る
0
で
あ
る
。
伹
し
"
經
濟
摩
も
經
濟
軟
策
も
そ
め
_
經
濟
の
發
達
に
貢
献
せ
ん
せ
す
る 

:
に
.；虫
つ
て
は
同
一
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ビ
も
亦
雞
者
の
力
說
せ
ん
せ
す
る
處
で
あ
る
。
然
ら
ば
經
濟
學
ぞ
經
濟
政 

策
ヒ
.は
、
ざ
ラ
云
ふ
點
に
於
て
相
違
す
る
の
.か
、
ど
云
ふ
：ビ
：、
夫
は
即
ち
經
濟
學
は
經
濟
政
策
に
對
し
て
歸
_
を
敎
へ 

.
標
雕
を
與
へ
下
部
基
構
を
限
定
せ
ん
ビ
す
る
も
の
で
あ
る
。
伹
し
經
-»
政
策
が
&
に
ニ
國
經
濟Q

發
達
を
因
：的
ど
甘 

る
も
の
で
ゐ
る
が
ら
し
て
經
»
學
も
そ
の
國
に
對
す
ー
る
特
殊
の
_
係
，に
依
つ
て
，特
惮
を
帶
ば
し
め
ら
れ
來
る
こ
ど
は
 ヾ

當
然
：で
あ
る
.ビ
忠
ふ
P
.蓋
し
t
こ
れ
は
社
會
斜
學
に
共
通
な
る
蓮
命
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
：

.而
も
經
濟
學
の
特
殊
性
は
：躯
に
經
濟
政
策
の
特
殊
性
に
*
く
の
み
な
ら
ず
、M

に
ま
た
、
谷
國
經
濟
界
を
_
成
す 

る
.經
濟
人
の
特
殊
性
に
も
基
す
：か
.

W

る
を
得
な
い
も
の
で
ゐ
る
。
是
れ
經
濟
學
は
»
'»
政
策
：の
«
举
セ
る
の
み
な
ら
. 

ず
.、
■各
*
人
.の
嫌
濟
行
爲
の
*
雅
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
^
。：'
'從
'來
の
：經
濟
學
は
此
0

W

H對
し
て
余
り
に 

汾
淡
'で
あ
つ
た
。
私
經
濟
#

0
叫
ば
る
、
に
至
れ
る
所
^

^
兹
に
：.あ
：る
0
で
あ
石
；。
乍
然
肇
者
ほ
所
謂
.私
經
濟
學
な 
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‘

ち
の
に
は
反
對
，せ
ぎ
冬
を
得
な
い
の
.
t

あ
'
る

。
.、
，
良

直
.ち

辟

、
，
夫

が

：私

經

濟

學

；
だ

せ

#

K

へ
ぬ
か
だ
。
寧
ろ
國
每
經
濟
學
其
者
^
同
時
に
表
だ
經
濟
人
各
個
.
0行
爲
を 

指

導

す

'
る

*

難
を
與
へ
得
る
こW

が
望
ま
^

い
の
で
あ
つ
て
そ
れ
^

^

 

-

そ
學
ビ
し
て
の
猶
威
を
持
ち
得
るQ

で
は
な 

い
か
-i
考
：へ
る
も
.の
.で
あv

る

,'
0

ノ 

,

-想
ふ
に
從
來
の
鼠
民
.經
濟
學
な
名
も
0
は
國
民
經
濟
を
-1
-體

的

じ

取

锻

は

：な

，
い
：で
：佘

ゥ

(:
夫
を
抽
象
化
し
.た
る
爲 

め
に
國
民
經
濟
を
構
成
す
：る
谷
人
に
は
斯
る
抽
象
化
_さ
れ
.し
_
民
經
濟
學
の
.知
識
は
何
等
の
：役
_:に
も
立
/2
な
か
0
た 

の
セ
あ
る
o

そ
こ
で

©

々
は
今
後
は
國
民
經
濟
の
發
達
過
，程
：

Q

硏
究
を
ば
■そ
の
內
容
ミ
す
る
こ
ビ
に
よ
つ

て
_
民
經 

:

$
を
具
體
的
な
も
:0
ビ
な
し
、
國
民
經
濟
を
猕
成
す
る
洛
A
の
行
爲
に
#
し

て

：
，間

接

は

.そ
の

指
導
基
#
を
興
べ
得 

る
-よ
ぅ
に
し
よ
ぅ
ビ
云
ふ
边
で
*
る
:0
' 

.
:

-

耍
之
、
.從
來
の
經
濟
學
は
tf
c
會
科
學
で
あ
る
こ

ビ
.を
忘
れ
：て
、へ
余
ぶ
に
抽
象
；的
.に
な
り
す
ぎ
た
爲
め
に
經
濟
政
策 

の
樹
立
に
對
し
て
も
、
何
等
の
基
準
を
も
與
' へ
る
こ

ど

が
出
來
す 

> 
ま
た
各
入
の
經
濟
行
爲
の
方
針
に
»
し
て
も
㈣
 

等
の
貢
献
を
も
な
し
得
な
か
つ
た
も
の
.？

,®
は
れ
る
。
，故
に
”
問
題
は
：經
濟
發
達
過
程
0
硏
究
を
ば
國
民
經
濟
學
の 

內
容
S
す
可
き
點
に
あ
.つ
て
、
之
に
よ
つ
て
の
み

、

始
め
て
國
民
經
濟
學
は
同
時
に
ま
.た
各
個
人
の
經
濟
行
爲
の
指 

導
原
理w

も
な
6
得
る
の
で
あ
る
。今
塔
は
、
斯
る
個
人
行
爲
：の
指
導
原
理
を
示
す
よ
'ぅ
な
經
濟
學
が
欠
乏
し
て
居
た 

爲
め
に
、
之
を
可
能
な
ら
し
め
ん
ど
し
て
私
經
濟
學
が
叫
ば
：れ
た
6
經
營
經
濟
學
：が
叫
ば
、る
<
.に
茧
つ
た
の
：で
あ
る 

が
斯
，る
個
人
行
爲
の
指
導
原
理
は
決
し
て
私
的
立
場
か
ら
の
；：硏
究
か
ら
は
^

行
爲
の
指
屬
で
あ
ら
，？
ぞ
も
苟
も
各
«

人
の
_行
爲
'>

樣
セ
指
導
^

将
る
よ
う
な
.

原
則
は
國
：民
經
濟
を
全
睛
5

し
.
S

把
促
ず
る
に
あ
ら
纩
れ
-ば
可
能
を
は
ば
ら
ぬ
.o
'今
趙
は
、
：.國
.民
經
濟
.を
，ぱ
^
體
ビ
.し
て
把
捉
ず
.る
に
#
ら
f
しV

徒 

.ら
に
抽
象
化
し
た
る
に
過
ぎ
'ぬ
。
.そ
れ
が
爲
に
、
國
民
經

濟
學
は
價
格
論

ど
な
ダ
、
僧
格
論
，は
物
a
學
の
.延
提
0
樣 

な
も
の
に
'̂
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
所
謂
1 1

|%
»

濟
學
ヾ」

な

つ

て
仕
舞
つ
た
の
で
あ
る
、
反
之
、
今
理
論
經
濟
學 

一#
ば
國
民
經
濟
學
の
.一
つ
，の
*
礎H

事
に
過
ぎ
ぬ
も
の
^
な
し
，
別
に
國
民
經
濟
學
を
.ぱ
.具
體
化
し
て
國
民
經
濟
全 

體
の
發
達
過
程
を
內
容
ビ
す
る
社
#
科
學
に
す
る
.な
ら
ば
«
濟
政
策
0
基
準
‘ど
な
る
こ
ど
は
依
つ
て
國
民
經
濟
全
體 

の
：發
逄
を
ば
可
能
：な
ら
し
め
得
る
ビ
间
時
に
財
入
各
自
0
經
濟
行
爲
の
指
導
.に
ょ
つ
て
ii
i-]接
に

そ

の

發
逢
を
ば
促
進 

し
#
る
^
思
.ふ
の
'で
あ
：る
。

¥

6
に
經
濟
個
人
の
行
爲
の
指
導
す.る
拣
準
を
今
迄
，の
經
濟
學
が
提
供
し#
な
か
，つ
た
の
は
今
迄
の
継
濟
學
が 

佘
り
に
抽
象
的
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
つ
て
從
て
、
今
そ
の
反
對
に
具
體
的
>
特
殊
的
、
流
動
的
、
全
體
的
、
發
展
的 

の
'
も
'の
に
經
肇
を
改
造
す
る
な
ら
ば

全

®

指

導ミ部
分
指
導
、
國
民
經
濟
指
導
ど
私
經
濟
指
導P
は
茲
に
、
同
一
原 

理
の
下
に
可
能
ざ
な「

る
も
の
^
信
す
る
.の
で
あ
る
" 

' 

而
し
て
、
今
菩
々
に
し
て̂

し
も
以
上
の
如
く(

？
ロ
£
5
&
&
: 

Theori

o)'
)

の
立
場
を
認
め
て
、そ
こ

に
社
#
經
濟
學 

の
樹
立
：
を
試
：み

ん
ビ
す
る
な
ら
ば
勢
ひ
人
類
社
會
の
生
洁
程
度
向
上
ど
云ふ
こ
ど
が
斯
學
のEE

標V」

し

て

表

：は
れ
來 

ら
ざ
る
を
得
ぬ
と
思
ふ
。
而
し
て
斯
る
生
活
；程
度|̂
上
の
目
檫
が
學
問
體
系
の
中>&
ビ
な
、
ろ

以

上

必

然

に

經

濟

發

M 

に
願
す
も
硏
究
が
斯
學
の
中
心
問®

さ
な
ト
來
り
.

"

從
-c

ま
た
經
濟
發M

の
社
«

條
#

や
_そ
の
内
而
構
成
や
«
し
く 

は
そ
の
外
而
變
化
な
^
が
斯
學
の
主
要
部
分
に
く
み
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
ビ
思
ぶ
"

：

然
'ら
ば
、
：經
濟
進
步
：の
意
義
如
何
、
換
言
す
れ
ば
ざ
ぅ
云
•ふ
こ
が
經
濟
進
涉
で
あ
る
の
か
。
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C
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A
六)

n

i
麵
濟
學
.，に
就
：て 

翌

：鱗

5

四 

筚

者

を

以

て

見

：
れ

：
ば

«
證

#
ズ
は
國
联
生
活
程
度
の
'向
上
に
逾
す
為
樣
は
雜
濟
界
が
自
0
を
變
化
す
る」

j 

$
で 

あ

る

,0
佴

:L
>
>斯
る
生
活
程
度
の
向
上
：«
そ
の
.反
而
に
生：

活
苦
加
»

の
.現
象
^
伴
ふ
て
は
な
ら
ぬ
。
生
.活
苦
加
重
の 

沙
愛
を
#
«
:じ
め
^
ぃ
て
ノ
生
活
.旌
:&
の
.み

を

'.
-

«的
^
.向

上

：
せ
：
し

め

る

.
.(
7
)
'
^
^
濟

界

の.職

能

：で

あ

っ

て

斯

る

^

馅 

が
完
#
す
る
，處
に
.經
»
迤
沙
‘は
あ
れ
_景

氣

：變

動

合

理
'化

の

標

準

は̂

此
0
職
^
於
て
デ
ル
フ
レ
ッ
ド
，
ァ
モ
ンA

一
 fred A

m
i

 

Q

言
は
正
し
い
0
ァ
モ
ン
一
は
そ
の
著
.

G
r
l
r
f

 

del- 

V
o
l
f

 o
b
l
s
t
a
l
e
h
r
e

に
於
て
胬
氣
變
動
を
ば
經
濟
進
步
に
伴
ふ
處
,0
必
然
的
尨
る
波
動
な
り
ど
解
し
經
濟
進
步
の 

浪
義
を
ば
物
财
配
給
力
，の
改
善
：に
.依
る
剧
段
生
活
の
厚
生
化
.に
求
め
.て
®
る
の
で
あ
る
。
彼

が『

經
濟
進
步
の
完
成 

,0
結

來

ど

：
し

て

：
來

，
る

も

の

は

.國

民

の

：物»

_
給
カ
の
改
：善
©
富
れ
*
ょ

(

0
叫5
鬣

|

-
穿

v
o
k
z
o
g
e
l

 E
l
i
-

 

c
^
g
g 

& 

eine 

beŝ
ere 

bzw. 

reichKchereoaterversorgung 

f
 vlswirtschafc 
レ
ビ
稱)

c

w
る
こ
衣
つ
て 

も

彼

の

以

上

：
の
：
需

は

窺

知

：
し

拇

啵

ぅ

"

»
者
ど
傾
向
を
同
じ
ぐ
す
る
が
故
に
少
し
ぐ
、
慈
に
ァ
モ
ン
の
說
を
紹
介 

せ
ん
に
ァ
モ
ン
は
彼
一
流
，の
國
民
經
濟
學(volkswhtschaftslehre〕

な
る
.も
の
を
主
張
し
て
S
る
。
此
の
ァ
モ
ン
の 

主
張
す
る
國
民
經
濟
學
な
.る
も
0
>
對
象
は
、
ft
民

生

活

の

：
向

上

：
霞
^

f

、:

物
财
配
給
：の
改
善
過
程(

で
あ
る
。
 

8

す
れ
：ば
、：

國
民
全
體
の
厚
生
化
、
¥

の
生
活
程
度
の
：向
上
：を
來
す
處
の
社
會
的
條
仲
を
認
識
の
對
象
e
す
る
一 

科
學
こ
そ
茲
：に
：謂
ふ
處
の
國
民
經
濟
學
で
，あ
る
，の
で
め
る
。
ァ
グ
ム
•
ス
ミ
：ス
Q
.0
m
論
の
如
き
も
、そ
.の
實
皆
な
、 

此
の
«
を
服
指
し
て
®
た
の
で
め
っ
て
现
に
'そ
の
.富
な
る
槪
念
.Re

i
c
h
t
i
s

を
.ば
、
®
に
徹
底
せ
し
め
X

厚
k 

'«
る
槪
念
：
^ohI£

tands.

に
‘な
る
の
で
«
な
い
か
も
ァ
モ
ン
：は
.云
ふ
o
:ァ
ダ
ム
0
ス
ミ
ス
は
、
f
tの
槪
念
を
ば
^
:
然 

科
學
的
に
取
f t

ひ
f

た
.

爲
岭
に
興
の
國
斑
經
濟
學
M

,

構
成
：を
れ
®

か
9

た
电
で
.め

?
て
、
ご
リ

力
ダ

ド
I

以

後

の

擧

著
は
徒
&
|2
富
を
ば
價
値
，に
，引
き
直
し
價
値
：を
ば
、
ぃ
價
袼
變
動
に
引
痛
し
て
"■

物
理
學
の
.延
：長
に
過
ぎ
な
い
極
め
七 

機
械
的
な
ろ
經
濟
學
を
構
成
す
る
i 
ノ
し

に
な
う
た
の
で
ぞ
れ
が
爲
：め
に
國
民
經
濟
學
0
本
遨
は
'失
は
れ
た
ミ
彼
は
主 

張
す
る
。
斯
く
て
ァ
モ
ン
は
斯
か
る
«
濟
學
を
ば
理
論
經
濟
學
ど
»
ん
'で
，
之
を
ぼ
1̂
^
經
濟
學
か
ら
は
嚴
然
ど
區 

別
す
る
の
で
あ
る
0:
而
し
てK

モ
ン
.の
呼
ん
で
國
民
經
濟
學
ビ
稱
す
る
の
は
>
:國
民
經
濟
生
活
程
度
の
向
上
S
云
ふ 

經
濟
職
能
の
遂
行
過
程
を
對
象
ビ
す
る
職
能
經
濟
學
に
限
ら
•れ
て
尻
る
。
即
ち
、
ァ
モ
.ン
は
.經
濟
學
の
向
ふ
可
き
方 

^
.を
ば
經
濟
職
能
の
認
識
に
限
つ
ね
の
で
あ
つ
て
此
の
點
が
筆
者
ミ
ァ
モ
ンVJ

の
，共
通
す
.る
點
で
あ
る
タ 

':
筆
者
も
•
.

以
前
ょ
h

b

T，
經
濟
職
能
を
可
能
な
ら
し
む
：る
社
會
的
諸
條
件
の
有
機
的
結
合
を
ば
經
濟
界
ビ
呼
び 

斯
か
：る
經
濟
界
.の
機
能
な
り
作
用
な
り
を
全
的
に
綜
合
的
に
硏
究
し
て
> 
生
活
程
度
の
向
玉
ビ
一.

K

ふ
經
濟
因
的
の
遂 

行
に
資
す
る
一
科
學
の
必
要
を
®
知
し
來
つ
た
の
で
あ

る

が

、
'
'
計

ら

中

も

ァ
モ
ン
は
斯
か
る
傾
向
を
遨
破
す
る
に

M

 

つ
た
：

S
.

で
あ
も
。

但
し
筆
者
ど
r
モ
ン
ビ
_
0相
違
す
る
處
は
ァ
モ
ン
が
，
斯
る
國
民
經
» -
學
を
ば
吏
に
分
け
て
ャ
靜
態
經
_
學
^
1® 

態
經
濟
學
ビ
に
し
て
®
る
に
反
し
て
筆
者
は
、
斯
る
職
能
經
濟
學
は
之
を
擧
げ
て
、
動
態
經
濟
學
其
者
な
h
ど
®
做 

さ
ん
ど
す
^
點
で
>の
.る
.°.
_
_

ァ
モ
ン
に
K
れ
ば
、
經
濟
界
は
均
衡
關
係(Gleicbgewicbsrustandaer 

v.olkswirtsdlaft)

を
追
ふ
て
變
動
し
て 

行
ぐ
も
の
で
あ
る
ど
云
，ふ
.
.即
ち
經
濟
動
態
？
は
此
の
變
動
過
程
を
意
味
し
反
：之
«<
濟
靜
態
ゼ
《
灼
衡
狀
態
其
者
を 

意
味
す
る
も
の
ど
云
ふ
の
で
あ
る
。
が
筆
者
に
依
れ
ば
> 
ァ
モ
ン
の
如
く
均
衡
關
係
を
假
定
じ
そ
れ
を
追
ふ
處
の
變 

働
過
程
の
如
き
も
の
を
想
定
す
る
こ
ビ
自
體
が
已
に
ノ
職
能
本
位
の
經
濟
學
を
打
學
て
ょ
ぅ
^
す
る
本
意
に
戾
■る
も

笫11
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五
號
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一0
4
.
、
.

の
で
は
な
い
か
、

s
m

a
の
^
あ
る
，
即
ち
_
者
考
に
侬
れ
仗
動
態
》
靜
滕
匕
.を
區
別
ず
る
.こ
ビ
自
體
が
包
に
_

^

^
 

濟
學
の
範
圆
に
1

す

る

の
で

あ

っ

て
：國
民
生
活
程
度
の
向
上
を
主
せ
す
る
處
.の
.職
能
本
位
の
經
濟
學
.に
あ
.っ
で
は
[r
r
 

る
區
別
は
認
め
ら
れ
す
、
寧
ろ
鲂
る
區
別
2

越

し

庭

_

粹
の
：動

簾

濟

即

遍

濟

職

能

S

益
 

る
可
き
で
は
な
い
か
.、

思
ふ
の
'で
め
る
”
即
ち
經
濟
進
步
ぎ
'か
：、.
經
濟
厚
生
化
S
か
.生
活
程
度
向
上
ざ
か
が
炎
で 

あ
っ
て
、斯
る
經
濟
職
能
の
可
能
程
度
や
、
そ
の
可
能
的
條
件
を
硏
究
す
る
の
が
眞
の
國
民
經
濟
學
で
あ
る
、
ヾ

」

云
ふ 

の
が
*
漭
の
M
解
で
あ
る
。

而
し
て
、
以
上
の
如
き
見
解
に
ょ
る
.

ど
き
は
、
經
濟
進
#
ノ
生
活
程
禮

向
上
等
の
.如
き
、

，
' 

所
謂
經
濟
職：

能
の
社
# 

的
條
#
の
有
機
的
結
合
體
に
對
す
る
*
礎
的
硏
究
、
即
ち
r
M濟
界
，の
基
礎
構
成
的
硏
究』

ヒ
稱
せ

ら
る
、
も
の
、

研
 

究
$

共
に
页
に
立
た
經
濟
進
步
：ミ
か
生
活
程
度
向
上
<

炉
の
如
：き
經
濟
職
能
の
進
行
過
程
其
者
の
_

識
を
目
的
ビ
す 

る1

科
學
も
必：

要
で
^
る
の
.

で
あ
っ
て
、
經
濟
變
動
論
ダi

K

ふ
の
が
>
 
即
ち
.之
.で
あ
る
。、.景
氣
變
動
論
や
進
步
變
動 

論
な
ぱ
は
皆
な
此
の
翻
の
も
の
に

獨
す
る
。
從
.て
斯
る
景
氣
變
動
論
や
ァ
進
渉
變
動
論
ぬ
如
き
所
謂
經
濟
變
难
論
は 

經
濟
職
能
の
：社
會
钠
條
件
の
基
礎
的
綜
侖
的
硏
究
た
る
、〗

經
濟
基
礎
«
成
論
ど
相
並」

^
で
、
實
に
職
能
經
濟
學
の
、

1

1分
野
全
な
す
も
の
'で
あ
る
0
:で
あ
る
0 

“ 

'

從
て
、
經
濟
界
の
基
礎
桃
成
論
は
"
經
濟
進
跑
生
活
向
上
の
如
き
經
濟
職
能
0 :
_

«

的

條

伸

の

硏

究

を

自

的

ミ

し

經
濟
界
の
變
»•
論
は
、
さ
る
經
濟
職
能
の
進
行
過
程
の
理
解
を
目
的
e
す
る
»
に
於
て
、
，
そ
0:
:分
野
を
異
に
す
る
&

兩
者
ビ
.も

に

、

純

粋

な

る

意

味

に

於

け

.

.
る

職

能

經
濟
學
の
範
圍
に
風

し
> 
物
理
學
の
延
長

^
至
は
命
名
論
の
，集
合
に 

過

ぎ

な

い

處

.の

理

論

經

濟

學

か
ら
は
、
完

全

に->
區
.別
_

れ

：
ね

ぱ

な

、

b
ぬ

の

で

办る
'。'
:斯
や
&
っ
ノ
て
こ
ぞ
、
.經

齊

學

は
ゥ
雛
^

^
策
ビ
鍺
び
付
ぐ
；
故
が
出
來
"
經
濟
職
.能
ば
癌
々
"
广
促
進
せ
ら
れ
蘇
に
，
生
'け
る
經
濟
學
が
出
现
す
る 

こ
？
に
な
る
の
で
あ
る
ミ
4

ふ
？
要
す
な
に
經
濟
學
{;
•
於
て
は
、
從
來
：の
如
く『

何
で
あ
る
か』

の
硏
究
は
意
味
を
な 

さ
«
い

。

夬
は
徙
ー
ら
1:
空
理
塔
論
を
生
む
に
過
ぎ
な
い
、
從
て
吾
々
は
是
非 

<
も『

：何
で
あ
る
か』
の
硏
究
の
代
A

に 

4
如
何
に
し
た
が
目
的
に
適
合
す
‘る

か』

の

硏

究

を

な

さ

ね

：ば

な

&
ね

贫

思

ふ̂ 

…

從
來
、
經
濟
學
の
硏
缔
が
：徙
&
に
空
现
空
論
(1
*
れ
た
の
も
.
"經
濟
學
M
生
活
程
度
の
向
上
：ど
去
ふ
經
濟
«
分
を 

彼
•す
®
の
經
濟
界
を
基
礎v

し
て
.、
.
そ
れ
か
ら
硏
究
の
第
一
步
を
踏
'み
出
す
よ
う
な
態
.度
を
採
ら
な
か
つ
た
點
に
あ 

る
：

v

思
ふ
々
何
は
ヒ
も
あ
れ
、
經
濟
學
の
：硏
究
に
は「

經
濟」

I

般
S

K
ふ
よ
う
な
前
提
は
：大
禁
物
で
あ
る
こ
e
を
® 

は々知らねばならぬふ

0
楚
れ
思
ふ
に
經
濟
现
象
の
如
き
社
會
现
象
は一

般
に
S
然
现
象
の
如
く
一 

般
性
か 

ら
規
定
さ
れ
て
®
る
も
0
で
な
く
し
て
.、
合
目
的
性
か
：ら
規
定
：さ
れ
.て
腐
る
が
.故
だ
。
‘ 

©然
现
象
が
一
般
性
や
ァ
グ 

リ
方
：リ
か
ら
し
：て
.統
二
さ
れ
て
$

0

內
容
ビ
な
る
'に
反
し
社
：#
現
象
が
常
に
部
分
ビ
全
赠
^
の
有
機
關
係
を
稂
底 

€

k

1

定
の
職
能
を
®
礎
S
す

る

こ.̂
に
よ

つ
て

意
味
#

«
ら
れ
で
科
學
:0
:內
容
ど
な
る
の
も
，
全
く
、
以

-J
b
の 

现
出
に
依
る
の
だ
€
思
は
.れ

气

,:
',

:

;
然
り
全
く
自
然
现
象
^
あ
っ
て
は
、：：

全
體
ビ
部
分
：ざ
の
®
係
が
"
現
象
の
成
注
を
规
定
す
る
こ
せ
な
く
"
從
て
ま 

た
職
能
を
根
底
ど
す
る
や
う
な
こ
^
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
肺
會
現
象
に
あ
：っ
て
は
*
常
に
全
體
ど
部
分
£
の
關
係 

や
、
從
て
あ
た
ー
：定
の
職
能
を
ば
そ
.の
成
生
の
_
礎
條
«
さ
す
る
が
钬
{?
:
從
1:
、ま
た
、
社
會
现
象
は
有
機
的
全
，體
5 

ら
規
定
さ
れ
、一

定
の
職
能
'の
：現
れ
<

a
ら
れ
る

の
は
當

然

の >」

ど
だ
ビ
思
；ふ
の
：で
6
る
。：
少
く
じ
も
、「

社
會
现
象 

S

し
て
見

よ

う

W

す
る
：以
上
，
如
例
な
る
.現
象
で
も
有
機
的
全
體
知
ら
ぺ
發
生
せ
，る
も
0
ミ
し
て
、
職
能
の
现
れ
ビ

笫
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五
號

し
て
、
見
な
け
れ
，ぼ
な
沿
ぬ
の
で
は
な
い
の
'か
。
.經
濟
现
象
の
場
合
に
於
：て
も
亦
同
様
で
あ
つ
て
、

今
若
し
®

々
(?
> 

涵
濟
现
象
を
ば 

一
#
の
#
愈
现
象 

>し
し
て
見
ょ
ぅ
じ
す
る
以
上
、
齊
々
は
^
ぅ
し
て
^

>

«

«

1

象
を
で
、
.

s

f
有 

機
體
的
全
體
か
ら
、
發
生
せ
る
も
？

し
て
、
職
能
0
現
れ
€
し
て
見
る
i

を
：'要

ず

る

の

で

あ

る

f

反

之
今
經
濟 

视
象
を
ば
經
濟
有
機
體
的
佥
體
か
ら
發
生
せ
る
も
の
ど
し
て 
>
.職

能

'
の

瑰

れ
ミ
し
て
、
見
ん
ミ
す
る
以
上
の
立
■
を 

放
棄
す
る
な
ら
ば
>
.
經
濟
现
象
：は
®
然
现
象
S
«

气
物
理
學
や
"
心
a
學
の
延
長
ヒ
な
つ
て
、
そ
こ
に
は

、
入

類
生
 

活

!̂
例
等
の
關
係
も
な
い
_
然
の
步
み
し
か
發
見
さ
れ
な
い
こ
^
に
な
る
で
あ
ら
ぅ
0
從
來
の
繁
濟
學
が
>
>
理
學
や 

物
理
學
な
ざ
の
コ
.ク
：7-
ル
‘
^
ど
批
雛
さ
れ
た
も
の
も
耍
之
、
以
上
の
欉
ぬ
合
_
的
な
立
場
を
忘
れ
た
か
ら
だ
^

1
は 

れ
ゐ
。
衩
之
今
經
濟
视
象
を
.ば
經
濟
有
機
體
的
全
體
、

即
ち
、：論
濟
界
ょ
ヶ
し
て
、ィ
職
能
の
规
れ 
<
し
て

0
^

々

 ̂

見
る
：な
ら
ば
、
恐
'ら
く
®
濟
學
も
人
：類
生
活
に
結
び
附
い
た
も
の
に
な
り
、

コ
ク
テ
ル
と
し
て
，の
批
雛
か
ら
免
れ
# 

るV:.

思
，ふ
。

以
上
の
如
き
理
由
：に
®

令
、

、
經
濟
學
を
經
濟
的
ァ
ズ
リ
ォ
リ
か
ら
始
^

^

ぅ
.

ざ
は
せ
す
、
個
々
#
殊
な 

る
經
濟
界
の
^

^

か
：ら

し

て

、
；
始

奶

<-
]
:
:
:
>
っ
ゼ
ず
：
る

以

で

秦

る

が

此

の

1

濟

界
:«
,6

も
の
は
、
經
濟
的
«
分
を
可
讵
な 

ら
し
め
て
、.
e

る
.
處
め
_

分
單
位
0

有
^

2

結
合
_

で
あ
'

つ
て
、
w
b
r
是
等
經
海
的
職
分
猶
體
に
共
通
せ
る
，處
；の 

觀

念

ヤ

，
あ

る

『

經

濟

的

な'る
觀
念
は
，
常
0

.

人
«

の
自
的
、_
人
類
：'の
：耍
求
|:
:
:根
ざ
せ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
決
し
て「

經 

濟

I
:

般」

ど
云
ふ
が
如
き
•

所
_

ァ
ブ
4

ォ
ジ
に
は
根
ざ
し
そ
®

な
.い
。
'

4

,た
-

從
彿
'0

經
濟
股
論
が
主
張
せ
る
如
く 

慾
尊S

.

ら
も
發
し
な
い
。
，こ
れ
：が
®

然
科
學
5

社
會
科：

學
0

相
違
す
'
る
處
で
あ
る
。ノ

、

自
然
料
學
は
人
類
0
要
求
や
目
的
か
ら
：離
れ/2
處
0'
:
,
:
1
般
性
.

(

ァ

.7
*
リ
ォ
リJ

な
：る
;̂
の

を

認

め

て

：か

 

> る
®
度
，
^

採
る
け
れ
ざ
も

*
It
f
科
學
は
、

そ
の
反
對

I:
人
類
の
要
求
や
目
的
や
に
沒
®
し
て
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
可
能 

性
即
ち
職
能
意
識
を
中
心VJ

し
て
體
系
を
桃
成
せ
んVJ

す
る
.の
態
度
を
採
る
の
で
あ
る
。
こ

ゝ

に
ま
た
、
祉
會
科
學 

の
個
性
的
色
彩
を
認
め
得
る
驛
で
あ
る
。

1

»
以
上
述V

た
る
處
か
ら
し
て
、
結
論
し
得
ら
れ
る
，」

ど
は
、
經
濟
學
の
中
心
部
は
國
民
經
濟
學
で
あ
つ

て

、 

經
濟
政
策
は
そ
の
h
部
に
位
し
理
論
經
濟
學
は
そ
の
下
部
を
限
定
す
るV」

云
ふ
こV

で
あ
り
"
页
に
ま
た
斯
る
國
民 

經
濟
學
は
經
濟
生
活
を
經
濟
發
M
の
過
程
f
し
て
、
硏
究
す
る
も
の
で
あ
P

、
從
て
、
®
る
國
&
終
濟
學
は
特
殊
的 

で
あ
る
が
然
し
經
濟
發
展
の
2

)

內
面
構
成
やa

1)

可
能
條
件
や(

三
}徑
路
なv

の
定
型
を
硏
究
目
的
ど
せ
る
點
-に
. 

於
て
、
多
少
の
一
般
性
を
得
來
る
^
考
へ
ら
れ
る
。

而
し
て
，

所
謂
：經
濟
史
な
る
も
の
は
經
濟
生
活
を
經
濟
發
展
の
點
か
レ，
し
て
、
硏
究
せ
ん
ヒ
す
る
も
の
に
對
し
て 

材
料
を
供
給
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
從
て
經
濟
S

經
濟
統
計
S
並
ん
で
經
濟
生
活
の
發
達
過
程
を
硏
究
す
る

0 

の
材
料
を
供
給
す
る
も

の

ビ

な

る

の

で

あ
る
。

斯
る
#
料
に
*
い
て
、
各
國
0
經
濟
_

の
發
M
過
程
の
基
礎
條
件 

や
»
礎
«
成
や
流
路
な
ざ
の
定
型
ビ
個
性
ビ
を
硏
究
し
て
ノ
觅
に
、
夫
等
を
ば
一
般
化
し
て
、
國
民
經
濟
學J

般
を 

柳
成
す
る
の
が
國
民
經
濟
學
者
の
®
務
で
あ
る
。

そ
こ
'で
肋
題
ど
な
る
，の
は
、
經
濟
现
象
#
經
濟
現
象
^
し
て
、
意
味
附
け
.る
處
め
*
,礎
條
件
の
如
何
で
あ
つ
て
、 

此
の
點
：.が
判
然
ビ
し
て
來
る
な
ら
ば
、
常
然
，經
濟
現
象
：の
®
味
も
明
か 
<
な：

ダ
，
夫
等
を
絲
一
し
て

、j

個
の
斜
舉 

に
構
成
す
可
き
方
法
も
明
か
に
:«
つ
て
來
る
こ
y

m

Mtt
n
る
？
然
ら
：ば
、
そ
の
經
猶
现
象
の
根
底
こ

な
る
可
き
.經 

f

機
體
的
全
體
即
：ち
經
濟
界
の
人
類
生
活
に
對
し
て
有
す
ろ
職
能
は
，如
何
。
;
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V 

o 

先
つ
®
濟
界
爲
殲
能
：に「

就
^
、
'最
も
.徹
底
せ
A
ii
方
^'
せ

る

學

者

は

シ

ー

ュ；；

ン
へ
ぺI
:タ
1
で

あ
る
可
ぐ
> 
児
に
シ
ュ
ン 

ぺ
：1
:タ
は
そ
の
_

經
濟
的
發
展
.

』

中

に

：
.於
て
、
經

濟

證

.は
^
を
，ば
、
經
：濟
界
I
心
發
坐
せ 

:?
>
可
き
.で
，
0
っ
て
；斯
る
見
.方

を

；.以

つ

て

す

れ

ば

自

然

:̂
經

濟

现

象

は

：
、
‘
生

活

機

能

ピ

，
し

て

#

へ
ら
れ
る
に
M「

る
可
く 

そ

の

生

活

靈

は

> 
之
を
備
言
す
れ
：ば
：經
.濟
發
厫：

こ
れ
で
あ
^
ど
寂
ぬ

社：
會、保險
の
範
圏
に
就
て

. 

0
,

乾

.

治
. 

,
,
バ

 

.

. 

：

. 

. 

'

I、

緖
言

_ ;
强
制
的
社
會
保
險
に
關
す
る
法
徘
は
何
れ
も
其
範
圍
即
ち
疾
病
"
傷
害
"
死
&

?
不
具
癥
疾
、
老
袞
"
失
業
、
出 

產
の
諸
举
故
に
對
し
て
保
議
せ
ら
る
、
人
を
限
定
し
な
く
て
は
な
ち
ぬ
。

楚
等
の
諸
事
故
に
對
し
て
保
議
せ
ら

る
ベ
き
人
を
決
定
す
る
.」

ヾ

」

は
社
會
保
險
の
目
的
に
關
す
る
觀
念
の
異
る
に 

K
つ
て
異
る
で
あ
ち
ぅ
。
||
:
會
保
險
は(

一〕

總
て
の
人(

國
民
保
險〕

ノ(

一
 一)

鹌
.て
の
*
酬
を
得
て
事
業
に
從
事
す
る 

人(

勞
働
者
保
險)

、(

三)

總
て
の
經
濟
上
に
於
け
も
弱
者
な
ろ
勞
働
者
.、，(

四)

總
.て
の
賃
龈
勞
働
者
又
は
一
部
の
：赁 

銀
努
働
者
を
包
括
す
る
こ
ど
が
出
來
る
。

,,
'!:

.

以
下
先
づ
第1.

に
.國
民
保
險
、
.勞
働
者
保
險
、
賃
龈
勞
德
者
梅
險
の
觀
念
を
硏
究
し
、
而
し
て
第
二
に
楚
等
の
範 

圍
を
決
定
す
る
爲
に
各
國
の
法
称
に
採
用
.せ
ら
れ
介
る
方
独
に
就
て
硏
究
す
る
こ
ミ
、
し
や
ぅ
。

咖r

社
會
保
險
の
範
圍
に
關
す
る
諸
觀
念

5
、

國
民
保
險

.事
故
に
脅
炉
さ

る
、
總
て
の
個
人
に
對
し
：_て
»
會
保
險
を
完
全
.：に
.適

用

。し> 
典
從
事
す
る
職
業
を
問
は
ず
"
又
保 
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